
(57)【要約】

【課題】　常に持ちやすい状態で操作することが可能な

体腔挿入形の超音波プローブを実現する。

【解決手段】　中心軸の方向が互いに交差する体腔挿入

部（１０２）と握り部（１０４）を有する超音波プロー

ブについて、体腔挿入部をその中心軸を中心として回転

角度が可変なように構成した。回転角度の変化は段階的

である。段階的な変化は、例えば９０°あるいは４５°

ずつである。体腔挿入部と前記握り部は、スプライン軸

継手によって着脱可能に結合される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 軸 の 方 向 が 互 い に 交 差 す る 体 腔 挿 入 部 と 握 り 部 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 体 腔 挿 入 部 は そ の 中 心 軸 を 中 心 と す る 回 転 角 度 が 可 変 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 角 度 の 変 化 が 段 階 的 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 段 階 的 な 変 化 が ９ ０ ° ず つ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 段 階 的 な 変 化 が ４ ５ ° ず つ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 体 腔 挿 入 部 と 前 記 握 り 部 の 少 な く と も 一 方 が 前 記 回 転 角 度 の 指 標 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の う ち の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 体 腔 挿 入 部 と 前 記 握 り 部 が 、 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 に よ っ て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の う ち の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 軸 が 前 記 体 腔 挿 入 部 側 に あ り 軸 受 が 前 記 握 り 部 側 に あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 軸 が 前 記 握 り 部 側 に あ り 軸 受 が 前 記 体 腔 挿 入 部 側 に あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ （ ｐ ｒ ｏ ｂ ｅ ） に 関 し 、 特 に 、 体 腔 に 挿 入 し て 超 音 波 診 断 を
行 う た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 体 腔 の 内 側 か ら 超 音 波 診 断 を 行 う と き 体 腔 挿 入 形 の 超 音 波 プ ロ ー
ブ が 用 い ら れ る 。 こ の 種 の プ ロ ー ブ は 体 腔 に 挿 入 可 能 な 棒 状 部 分 を 有 し 、 そ の 先 端 に 超 音
波 送 受 部 を 有 す る 。 超 音 波 送 受 部 の 反 対 側 の 端 部 は 、 く の 字 状 に 屈 曲 し た 握 り 部 と な っ て
い る 。 使 用 者 は 、 こ の 握 り 部 を 握 っ て 超 音 波 プ ロ ー ブ を 操 作 し 、 所 望 の 部 位 に つ い て の 撮
影 を 行 う （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ９ ６ ５ ５ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 の 走 査 面 は 、 送 受 信 部 に お け る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 置 に よ っ て 決 ま っ て
い る の で 、 患 者 の 姿 勢 や 撮 影 の 部 位 に よ っ て は 、 使 用 者 は 握 り 部 を 持 ち に く い 状 態 で 超 音
波 プ ロ ー ブ 操 作 し な け れ ば な ら な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 常 に 持 ち や す い 状 態 で 操 作 す る こ と が 可 能 な 体 腔 挿 入 形 の 超
音 波 プ ロ ー ブ を 実 現 す る こ と で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 中 心 軸 の 方 向 が 互 い に 交 差 す る 体 腔 挿 入 部 と 握
り 部 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 体 腔 挿 入 部 は そ の 中 心 軸 を 中 心 と す る 回 転 角
度 が 可 変 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 回 転 角 度 の 変 化 が 段 階 的 で あ る こ と が 、 回 転 角 度 調 節 を 簡 易 化 す る 点 で 好 ま し い 。
　 前 記 段 階 的 な 変 化 が ９ ０ ° ず つ で あ る こ と が 、 握 り 部 の 同 じ 持 ち 方 で ９ ０ ° ず つ 異 な る
撮 影 方 向 に 対 応 す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 段 階 的 な 変 化 が ４ ５ ° ず つ で あ る こ と が 、 握 り 部 の 同 じ 持 ち 方 で ４ ５ ° ず つ 異 な る
撮 影 方 向 に 対 応 す る 点 で 好 ま し い 。
　 前 記 体 腔 挿 入 部 と 前 記 握 り 部 の 少 な く と も 一 方 が 前 記 回 転 角 度 の 指 標 を 有 す る こ と が 、
回 転 角 度 の 確 認 を 容 易 に す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 体 腔 挿 入 部 と 前 記 握 り 部 が 、 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 に よ っ て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る こ と
が 、 段 階 的 な 回 転 角 度 変 更 に 適 応 す る 点 で 好 ま し い 。
　 前 記 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 軸 は 前 記 体 腔 挿 入 部 側 ま た は 前 記 握 り 部 側 の い ず れ に あ っ て も
よ く 、 そ れ に 対 応 し て 、 前 記 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 軸 受 が 前 記 握 り 部 側 ま た は 前 記 体 腔 挿 入
部 側 の い ず れ に あ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 、 中 心 軸 の 方 向 が 互 い に 交 差 す る 体 腔 挿 入 部 と 握 り
部 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 握 り 部 は 前 記 体 腔 挿 入 部 の 中 心 軸 の 周 り の 回 転
角 度 が 可 変 で あ る の で 、 常 に 持 ち や す い 状 態 で 操 作 す る こ と が 可 能 な 体 腔 挿 入 形 の 超 音 波
プ ロ ー ブ を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発
明 は 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 図 １ に 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 構 成 を 示 す 。 超 音 波 プ ロ ー ブ は 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 で あ る 。 本
プ ロ ー ブ の 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の
一 例 が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 本 プ ロ ー ブ は 、 く の 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 概 ね 棒 状 の 外 形 を 持 つ 。 超
音 波 プ ロ ー ブ の エ ン ク ロ ー ジ ャ （ ｅ ｎ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ ） は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク （ ｐ ｌ ａ
ｓ ｔ ｉ ｃ ｓ ） 材 料 等 で 構 成 さ れ る 。 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 内 部 に は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
ア レ イ （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｄ ｕ ｃ ｅ ｒ 　 ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） を 始 め と す る 超 音 波 送 受 用 の 内 部 ユ ニ ッ ト
（ ｕ ｎ ｉ ｔ ） が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 く の 字 構 造 の 一 方 側 は 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ で あ る 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ は 本 発 明 に お け る 体
腔 挿 入 部 の 一 例 で あ る 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ は 、 例 え ば 直 腸 等 の 体 腔 に 挿 入 可 能 な 程 度 に 細
身 で 適 宜 の 長 さ の 棒 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 は 送 受 端 ２ ０ ２ と な っ て い る 。 送 受 端 ２ ０ ２ の 内 側 に 波 長 音 波
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 設 け ら れ て い る 。 波 長 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ は 複 数 の 超
音 波 振 動 子 の １ 次 元 配 列 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 こ の ア レ イ に よ り 、 走 査 面 ２ ０ ４ が 超 音
波 ビ ー ム （ ｂ ｅ ａ ｍ ） に よ っ て 走 査 さ れ る 。 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 は 電 子 ス キ ャ ン （ ｓ ｃ ａ
ｎ ） 方 式 に よ り 電 気 的 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 く の 字 構 造 の 他 方 側 は 握 り 部 １ ０ ４ と な っ て い る 。 握 り 部 １ ０ ４ は 使 用 者 に よ る 把 時 に
便 利 な よ う に 適 宜 の 太 さ と な っ て い る 。 握 り 部 １ ０ ４ は 本 発 明 に お け る 握 り 部 の 一 例 で あ
る 。 握 り 部 １ ０ ４ の 後 端 に は 信 号 ケ ー ブ ル ４ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 信 号 ケ ー ブ ル ４
０ ２ に よ っ て 超 音 波 プ ロ ー ブ が 図 示 し な い 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ と 握 り 部 １ ０ ４ は 結 合 部 １ ０ ６ で 結 合 さ れ て 一 体 的 な 超 音 波 プ ロ ー ブ
を 構 成 し て い る 。 こ の 状 態 で の 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ の 中 心 軸 お よ び 握 り 部 １ ０ ４ の 中 心 軸 を
そ れ ぞ れ 一 点 鎖 線 で 示 す 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ の 中 心 軸 の 方 向 と 握 り 部 １ ０ ４ の 中 心 軸 の 方
向 は 互 い に 交 差 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 プ ロ ー ブ を 上 か ら 見 た と き の 図 を 図 ２ に 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２
お よ び 握 り 部 １ ０ ４ は そ れ ぞ れ 指 標 ２ ０ ６ お よ び ４ ０ ６ を 有 す る 。 指 標 ２ ０ ６ お よ び ４ ０
６ は 互 い に 対 向 し 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ と 握 り 部 １ ０ ４ の 関 係 が 基 準 状 態 に あ る こ と を 示 す
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に 、 結 合 部 １ ０ ６ の 詳 細 な 構 成 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ は 、
端 部 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ （ ｆ ｌ ａ ｎ ｇ ｅ ） ６ ２ ２ と 、 そ の 外 側 に 軸 方 向 に 突 き 出 し た ス
プ ラ イ ン （ ｓ ｐ ｌ ｉ ｎ ｅ ） 軸 ６ ２ ４ を 有 す る 。 握 り 部 １ ０ ４ は 、 端 部 に 形 成 さ れ た フ ラ ン
ジ ６ ４ ２ と 、 そ の 内 側 に 軸 方 向 に 穿 た れ た ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ は ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ に 嵌 合 し 、 フ ラ ン ジ ６ ２ ２ の 端 面 は フ ラ ン
ジ ６ ４ ２ の 端 面 に 衝 接 す る 。 フ ラ ン ジ ６ ４ ２ の 外 周 に は ネ ジ が 切 ら れ て お り 、 こ の ネ ジ に
体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ 側 か ら 螺 合 す る ナ ッ ト （ ｎ ｕ ｔ ） ６ ２ ６ に よ っ て 、 フ ラ ン ジ ６ ２ ２ と フ
ラ ン ジ ６ ４ ２ が 緊 結 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ と 握 り 部 １ ０ ４ の 一 体 化 が
行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ と 握 り 部 １ ０ ４ は ス プ ラ イ ン 軸 継 手 に よ っ て 結 合 さ れ る 。
こ の 状 態 で の ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ と ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ の 関 係 を 図 ４ に 示 す 。 こ れ は 、
図 ３ に お け る Ａ － Ａ 断 面 に 相 当 す る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ の 歯 お よ び
そ れ に 対 応 す る ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ の 溝 は 、 例 え ば ９ ０ ° ピ ッ チ （ ｐ ｉ ｔ ｃ ｈ ） で 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ナ ッ ト ６ ２ ６ に よ る 緊 結 を 解 い て ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ を ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ か ら 引 き
抜 く こ と に よ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ と 握 り 部 １ ０ ４ を 分 離 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 再 結 合 時 に ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ と ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ の 嵌 合 を １ ピ ッ チ ず ら す こ と に
よ り 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ を そ の 中 心 軸 の 周 り に ９ ０ ° 回 転 さ せ た 状 態 で 握 り 部 １ ０ ４ に 取
り 付 け る こ と が で き る 。 こ の 状 態 を 図 ６ に 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の 状 態 の プ ロ ー ブ
で は 、 走 査 面 ２ ０ ４ が 図 １ の 状 態 か ら ９ ０ ° 回 転 し て い る 。 走 査 面 ２ ０ ４ の 回 転 角 度 は 指
標 ２ ０ ６ に よ っ て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら を 再 結 合 す る に あ た り 、 ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ と ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ の 嵌 合 を ２
ピ ッ チ ず ら す こ と に よ り 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ を そ の 中 心 軸 の 周 り に １ ８ ０ ° 回 転 さ せ た 状
態 で 握 り 部 １ ０ ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の 状 態 を 図 ７ に 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に
、 こ の 状 態 の プ ロ ー ブ で は 、 走 査 面 ２ ０ ４ が 図 １ の 状 態 か ら １ ８ ０ ° 回 転 し て い る 。 走 査
面 ２ ０ ４ の 回 転 角 度 は 指 標 ２ ０ ６ に よ っ て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 再 結 合 時 に ス プ ラ イ ン 軸 ６ ２ ４ と ス プ ラ イ ン 軸 受 ６ ４ ４ の 嵌 合 を ３ ピ ッ チ ず ら す こ と に
よ り 、 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ を そ の 中 心 軸 の 周 り に ２ ７ ０ ° 回 転 さ せ た 状 態 で 握 り 部 １ ０ ４ に
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取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の 状 態 を 図 ８ に 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の 状 態 の プ ロ ー
ブ で は 、 走 査 面 ２ ０ ４ が 図 １ の 状 態 か ら ２ ７ ０ ° 回 転 し て い る 。 走 査 面 ２ ０ ４ の 回 転 角 度
は 指 標 ２ ０ ６ に よ っ て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 再 結 合 時 に ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の ピ ッ チ を ず ら し て 嵌 合 す る こ と に よ り 、 走
査 面 ２ ０ ４ を ９ ０ ° ず つ 変 え る こ と が で き る 。 こ の た め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 持 ち 方 を 変 え
る こ と な く 、 ９ ０ ° ず つ 異 な る 走 査 面 の 撮 影 を 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 常 に 持 ち
や す い 状 態 で 撮 影 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 指 標 か ら 走 査 面 の 回 転 角 度 を 認 識 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 歯 と 溝 の ピ ッ チ を ４ ５ ° に す れ ば 、 同 じ 持 ち 方 で ４ ５ ° ず つ 異 な る
走 査 面 の 撮 影 に 対 応 す る こ と が で き る 。 な お 、 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 の 歯 と 溝 の ピ ッ チ は ９ ０
° や ４ ５ ° に 限 ら ず 適 宜 の 角 度 と し て よ い 。 こ の よ う に 回 転 角 度 の 変 化 を 段 階 的 に す る こ
と に よ り 、 回 転 角 度 調 節 を 簡 易 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ス プ ラ イ ン 軸 継 手 は 、 軸 を 握 り 部 １ ０ ４ 側 に 設 け 、 軸 受 を 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ 側 に
設 け る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 走 査 面 ２ ０ ４ の 回 転 角 度 を 示 す 指 標 は 体 腔 挿 入 部 １ ０
２ 側 だ け に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ に お け る 結 合 部 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 結 合 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 結 合 部 の 分 離 状 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 体 腔 挿 入 部 を ９ ０ ° 回 転 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 体 腔 挿 入 部 を １ ８ ０ ° 回 転 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 体 腔 挿 入 部 を ２ ７ ０ ° 回 転 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ ２ 　 体 腔 挿 入 部
１ ０ ４ 　 握 り 部
１ ０ ６ 　 結 合 部
２ ０ ２ 　 送 受 端
２ ０ ４ 　 走 査 面
２ ０ ６ ， ４ ０ ６ 　 指 標
６ ２ ２ ， ６ ４ ２ 　 フ ラ ン ジ
６ ２ ４ 　 ス プ ラ イ ン 軸
６ ４ ４ 　 ス プ ラ イ ン 軸 受
６ ２ ６ 　 ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(6) JP 2006-94908 A 2006.4.13



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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